
2    目  標  達  成  計  画
事 業 所 名 ： グループホーム　おりつめ
作 成 日 ： 令和6年12月2日

優先
順位

項目
番号

現状における問題点、課題 目標

1
33

（12）

『グループホームおりつめにおける重度化対
応に関する指針』の看取り介護への対応部分
については、具体的にどこで看取りをするの
かを想定し、主治医と相談し関係医療機関と
連携協議の上、一定程度入居段階で具体的
に利用者及び家族に説明出来るよう、早期に
検討していくことが必要である。

事業所として、重度化した場合の方針について
説明し、安心して生活できる施設となる。

6 か月

2
4

（3）

事業所と日常的に繋がりのある警察署、小学
校や保育園などからも、幅広く地域の各団体
の意見をいただく。また、更なる交流を深める
ためにも、運営推進委員としての参加、ある
いは該当分野の講師依頼など、相互に交流
を図れるようにする。

運営推進会議を通し、地域を含む関係者との交
流をさらに深める。

12 か月

3 か月

目標達成に
要する期間

目標達成に向けた具体的な取組み内容

目標達成計画は、自己評価及び外部評価結果をもとに職員一同で次のステップへ向けて取り組む目標について話し合ったものです。
また、課題等は、事業所の現在のレベルに合わせた目標水準を考えながら、優先して取り組む具体的な計画を掲げております。

・重度化指針を作成したものを、再度見直
す。
・運用にあたり、利用者及び家族全員を対象
に説明会を設ける。
・重度化した際について、利用者及び家族の
意向を年に1回確認する。
・重要事項説明書に明記する。
・重要事項説明書を、利用者及び家族と取り
交わす。

・該当施設や団体に依頼し、運営推進会議に
講師として参加いただく。
・次回の委員選任の機会に、該当施設や団
体の方へ打診する。
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